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機能階層型道路ネットワークの計画・設計手法の検討
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• 道路において「高速移動するための機能」と
「沿道出入するための機能」はトレードオフ
→高速道路～生活道路まで機能分化が必要

• しかし、日本では高速道路以外の道路の機能が
差別化できていない…各階層の性能目標(e.g.旅
行速度)が計画段階において規定されない

1. 機能階層型道路ネットワークとは?

• 道路ネットワークによって達成すべき拠点間の
旅行時間に基づいて、各階層の目標旅行速度を
設定する計画手法を検討

2. 道路ネットワークの目標設定

• 移動or沿道出入機能を満たすため、出入制限や
階層間の接続に要件が課され、各階層で達成可
能な旅行速度は制約される

• 目標旅行速度が高いほど、その階層に接続でき
る道路の間隔は大きい
→その階層へのアクセスに必要な時間が長い

3. 道路機能を考慮した階層構成の検討

• 階層ARは現状の高速道路とし、一般道(格子状配
置を仮定)の階層BR ,CRの代替案を比較評価

4. 今後の課題

• 実道路配置を考慮した検証

• 複数の拠点間連絡を考慮
した最適な階層設定
• 経路選択, 交通量分布への影響

• 自動車以外(歩行者etc.)の
観点での評価手法の整理
• 階層を下げるメリット?

• 実用化に向けた取り組み
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階層構成による拠点間連絡性能の変化

集落→高次都市拠点 ≤60min

集落→生活拠点 ≤30min

目標を達成できる拠点間

―
―CR40km/hで達成可能

―BR50km/hで達成可能

―BR60km/hで達成可能

―

高速道路が伸びていない
半島部や山間部には

速度の高い階層BRが必要

旅
行
時
間

[m
in

]

0

15

30

45

60

75

90

C3
0

C4
0

B5
0

B6
0

C3
0

C4
0

B5
0

B6
0

C3
0

C4
0

B5
0

B6
0

C3
0

C4
0

B5
0

B6
0

CMC-SMC
(小さな拠点)

CMC-LUC
(生活拠点)

旅
行
時
間

T[
m

in]

C R3
0

C R4
0

B R5
0

B R6
0

90

60

30

0

機能
階層

ﾈｯﾄﾜｰｸ

旅行時間
目標拠点間連絡性能

旅行速度
何段階?

配置の間隔?

目標

目標旅行速度を達成するよう
に幾何構造設計や交通運用を
実施(改良、改築)

Mobility 移動

沿道出入Access

止まれ

止まれ

区間

地点

…


